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10
5

食
事

摂
取

に
か

か
わ

る
機

能
や

食
思

不
振

や
フ

レ
イ

ル
等

の
過

去
歴

が
あ

る

疾
患

に
関

連

し
た

小
児

期

の
低

栄
養

N
C

-

4
.1

.5

成
長

や
発

達
に

影

響
を

与
え

る
よ

う

な
疾

患
や

外
傷

に

よ
っ

て
栄

養
素

の

摂
取

不
足

や
イ

ン

バ
ラ

ン
ス

が
起

こ

っ
て

い
る

【
原

因
】

病
態

生
理

的
、

精
神

的
、

環
境

、
発

達
、

文
化

等

様
々

な
状

態
が

現
在

あ
る

も
し

く
は

継
続

し
て

い
る

（
早

産

児
、

遺
伝

的
、

先
天

的
障

害
、

疾
病

、
外

傷
等

、
食

思
不

振
や

食
不

耐
に

よ
っ

て
食

事
が

十
分

に
摂

取
で

き
な

い
、

消
化

管
の

構
造

や
機

能
の

異
常

が
あ

る
、

栄
養

素
の

利
用

障
害

、
う

つ
や

摂
食

障
害

な
ど

の
精

神
的

問
題

）

【
症

状
・

兆
候

】
N

C
-4

.1
.4

に
同

じ

医
療

的
課

題
解

決
が

必
要

な
こ

と
が

多
い

た

め
、

医
師

と
の

連
携

は
必

須
。

ま
た

看
護

師
、

P
T

,O
T

,S
T

等
の

リ
ハ

ビ
リ

ス
タ

ッ

フ
、

薬
剤

師
等

と
の

協
働

が
必

須
と

な
る

1
.不

足
し

て
い

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
た

ん
ぱ

く

質
を

推
定

し
、

充
足

で
き

る
た

め
の

方
法

を

検
討

す
る

（
日

々
4

0
0

k
c
a
lの

継
続

し
た

不
足

が
あ

る
と

判
断

→
一

度
に

増
加

さ
せ

る

こ
と

に
問

題
が

な
い

か
ど

う
か

の
評

価
を

し

て
か

ら
食

事
や

補
完

食
を

1
日

の
中

で
分

割

し
て

補
充

す
る

。
経

腸
的

に
不

耐
状

況
が

あ

る
と

考
え

ら
れ

る
場

合
は

、
静

脈
栄

養
法

も

検
討

す
る

）

2
．

栄
養

補
給

の
た

め
の

社
会

的
資

源
や

社

会
的

サ
ポ

ー
ト

を
利

用
す

る
た

め
の

方
法

を

多
職

種
で

検
討

す
る

〇
〇

食 行 動

栄
養

素
摂

取

の
イ

ン
バ

ラ

ン
ス

N
I5

-
4

あ
る

栄
養

素
の

摂

取
量

が
そ

の
他

の

栄
養

素
の

吸
収

や

同
化

作
用

を
障

害

す
る

よ
う

な
望

ま

し
く

な
い

栄
養

素

の
組

み
合

わ
せ

が

あ
る

。

【
原

因
】

栄
養

補
助

食
品

の
摂

取
過

剰
、

栄
養

素
の

相
互

作

用
に

関
わ

る
食

物
・

栄
養

関
連

の
知

識
不

足
、

食
物

・
栄

養
関

連
の

話
題

に
対

す
る

誤
っ

た
信

念
（

主
義

）
や

態
度

、
食

物
フ

ァ
デ

ィ
ズ

ム
（

根
拠

な
き

食
品

の
流

行
）

、
食

品
の

一
時

的
な

流
行

、
R

e
fe

e
d

in
g
 S

yn
 （

経
口

、
P

N
・

E
N

を
含

む
）

【
症

状
・

兆
候

】
re

fe
e
d

in
g
 s

yn
. 
の

結
果

と
し

て
重

度
低

リ
ン

血
症

（
炭

水
化

物
量

過
剰

）
・

重
度

低
カ

リ
ウ

ム
血

症

（
た

ん
ぱ

く
質

過
剰

）
・

重
度

低
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
血

症
（

炭
水

化
物

過
剰

）
、

鉄
の

サ
プ

リ
メ

ン
ト

に
よ

る
下

痢
や

便
秘

、
亜

鉛
の

サ
プ

リ
メ

ン
ト

に
よ

る
上

腹
部

痛
・

吐
き

気
・

嘔
吐

・
下

痢
、

亜
鉛

の
吸

収
障

害
を

と
も

な
っ

た
鉄

サ
プ

リ
メ

ン
ト

の
過

剰
摂

取
、

銅
の

吸
収

障
害

を
伴

う
亜

鉛
サ

プ
リ

メ
ン

ト
の

摂
取

1
.栄

養
補

助
食

品
や

機
能

性
食

品
等

の
食

品

の
種

類
、

量
、

摂
取

頻
度

、
摂

取
の

タ
イ

ミ

ン
グ

等
を

把
握

す
る

。

2
..栄

養
素

摂
取

の
イ

ン
バ

ラ
ン

ス
を

是
正

す

る
た

め
の

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

食

品
、

献
立

の
調

整
、

嚥
下

摂
食

訓
練

食
事

入
手

の
た

め
の

環
境

調
整

栄
養

素
の

相
互

作
用

に
関

わ
る

食
物

・
栄

養
関

連
の

知
識

の

供
与

な
ど

3
.栄

養
素

摂
取

の
イ

ン
バ

ラ
ン

ス
を

是
正

す

る
た

め
の

方
法

に
つ

い
て

は
多

職
種

で
検

討

す
る

（ 109 ）
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10
6

過
剰

、
鉄

の
吸

収
障

害
を

伴
な

っ
た

マ
ン

ガ
ン

の
摂

取
量

の
過

剰
、

リ
フ

ィ
ー

デ
ィ

ン
グ

症
候

群

〇
限

ら
れ

た
食

物
摂

取

N
I-
2
.1

1
食

事
の

質
や

種

類
、

多
様

性
に

関

し
て

推
奨

量
と

比

較
し

て
、

摂
取

量

が
不

足
し

て
い

る

（
食

思
不

振
症

や

神
経

性
過

食
症

、

大
食

い
症

な
ど

の

摂
食

障
害

に
つ

い

て
は

こ
の

診
断

は

適
切

で
は

な
い

。

N
B
-1

.5
の

摂
食

障
害

を
検

討
す

る
）

【
原

因
】

下
記

の
症

状
・

兆
候

が
要

因
と

な
る

こ
と

が
あ

る

【
症

状
・

兆
候

】
身

体
的

症
状

等
の

要
因

（
痛

み
、

消
化

器

の
不

調
や

機
能

障
害

）
、

発
育

障
害

、
神

経
障

害
、

口
の

中
に

食
物

や
飲

料
を

入
れ

る
こ

と
、

飲
み

込
む

こ
と

、
手

で
触

る
こ

と
な

ど
へ

の
忌

避
・

嫌
悪

、
食

事
準

備
に

関
し

て
食

物
選

択
を

自
分

で
制

限
し

て
い

る
空

腹
感

よ
り

も
何

ら
か

の
他

の
要

因

を
優

先
さ

せ
る

よ
う

な
介

護
者

な
ど

を
含

む
食

行
動

に
関

す
る

問
題

、
体

重
減

少
、

発
育

不
全

、
食

事
の

質
や

種
類

、
多

様
性

に
関

し
て

推
奨

量
と

比
較

し
て

摂
取

量
が

不
足

し
て

い
る

、

食
物

や
補

完
食

・
栄

養
サ

ポ
ー

ト
な

ど
に

対
し

て
不

信
感

を
持

っ
て

い
る

、
治

療
や

処
置

に
関

連
し

た
症

状
（

例
：

発
達

障

害
、

知
的

障
害

、
虫

歯
、

長
期

間
の

栄
養

支
援

、
早

産
、

神
経

障
害

、
精

神
症

状
の

変
化

）

1
.現

状
に

つ
い

て
、

朝
、

昼
、

夕
、

間
食

で

何
を

（
具

体
的

に
）

、
ど

の
位

、
何

を
食

べ

て
い

る
の

か
を

把
握

し
、

現
在

の
1

日
の

摂

取
量

を
お

お
よ

そ
推

算
す

る
。

2
.経

口
摂

取
量

の
不

足
を

招
い

て
い

る
要

因

を
把

握
す

る

3
.限

ら
れ

た
食

物
摂

取
を

是
正

す
る

た
め

の

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

食
品

、
献

立
、

食
事

形
状

や
食

事
量

の
調

整
、

嚥
下

摂
食

訓

練
適

切
な

摂
取

量
を

確
保

す
る

た
め

の
環

境
調

整
適

切
な

身
長

・
体

重
や

食
べ

方
に

関
す

る
知

識
の

供
与

な
ど

4
.乳

幼
児

：
1
－

2
週

間
に

一
回

の
体

重
・

身
長

・
頭

囲
・

胸
囲

の
測

定
と

摂
取

量
の

評

価
、

成
人

：
定

期
的

な
体

重
測

定
に

よ
る

摂

取
量

の
評

価
及

び
臨

床
兆

候
の

確
認

5
.4

.本
人

が
好

き
な

食
品

、
献

立
、

調
理

法

に
つ

い
て

も
把

握
し

、
配

慮
す

る

不
適

切
な

食

事
パ

タ
ー

ン

N
B
-1

.5
健

康
被

害
が

あ
る

な
し

に
関

係
な

く
、

摂
食

障
害

が

あ
る

、
体

重
管

理

や
食

物
、

食
べ

方

な
ど

に
関

係
す

る

行
動

や
信

念
、

態

度
が

あ
る

（
食

物

の
入

手
な

ど
に

問

題
が

あ
る

場
合

は

N
I-
2
.1

1
食

物
入

【
原

因
】

家
族

的
、

社
会

的
、

生
物

学
的

、
遺

伝
的

な
ど

に
加

え
も

し
く

は
環

境
な

ど
の

要
因

に
よ

っ
て

体
重

減
少

さ
せ

た
い

と
い

う
気

持
ち

に
歯

止
め

が
聞

か
な

い
状

況
体

重
調

整
や

体

重
に

関
す

る
過

度
な

意
識

が
自

分
の

価
値

観
に

大
き

く
影

響
を

与
え

て
い

る
状

況

【
症

状
・

兆
候

】
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

。
血

糖
値

、
カ

リ
ウ

ム
な

ど
の

低
値

、
ア

ル
カ

ロ
ー

シ
ス

、
尿

中
ナ

ト
リ

ウ
ム

の
低

下
や

甲
状

腺
機

能
低

下
、

B
U
N

の
上

昇
、

尿
中

ケ
ト

ン
体

＋

B
M

I＜
1
7
.5

成
長

・
発

達
の

停
止

、
体

重
増

加
不

良
、

年
齢

身
長

相
当

の
標

準
体

重
の

8
5
％

以
下

顕
著

な
体

重
変

化

1
.徐

脈
や

血
圧

の
低

下
等

が
あ

る
場

合
は

、

医
療

的
介

入
と

同
時

に
強

制
栄

養
法

を
行

う

2
.心

療
内

科
、

精
神

科
の

医
師

・
看

護
師

と

連
携

し
て

、
医

療
的

ケ
ア

を
併

用
し

な
が

ら

適
切

な
食

事
量

や
体

重
に

関
す

る
知

識
を

教

育
す

る
。

（ 110 ）



－ 252 － － 253 －

10
7

手
の

制
限

）
筋

肉
や

脂
肪

の
顕

著
な

減
少

、
体

や
顔

に
う

ぶ
毛

が
増

え
る

、

毛
髪

が
細

く
切

れ
や

す
い

、
手

や
足

が
チ

ア
ノ

ー
ゼ

の
状

態
に

な
る

、
肌

の
乾

燥
、

歯
の

エ
ナ

メ
ル

質
の

損
傷

。
耳

下
腺

肥

大
、

末
梢

部
の

浮
腫

、
骨

格
筋

の
減

少
、

低
体

温
、

集
中

力
の

低
下

、
手

の
甲

の
吐

き
だ

こ
（

R
u

s
s
e
l's

 s
ig

n
）

、
徐

脈

（
6

0
回

/分
以

下
）

、
血

圧
の

低
下

、
嘔

吐
下

痢
便

秘

鼓
張

、
易

疲
労

、
脱

水
、

空
腹

感
の

否
認

食
物

や
飲

料
水

の
拒

否
、

食
事

提
供

が
あ

る
イ

ベ
ン

ト
へ

の
出

席
拒

否
、

食
に

か
か

わ
る

体
験

に
対

す
る

拒
否

、
食

物
や

体
重

へ
の

異
常

な
執

着
、

絶
食

、
大

量
の

食
物

の
短

時
間

に
摂

取
す

る
、

空
腹

感
が

な
く

て
も

大
量

の
食

物
を

摂
取

す
る

、
大

量
に

食
物

を
と

る
き

ま
り

悪
さ

か
ら

一
人

で
食

事
を

す
る

等
過

食
を

調
整

で
き

な
い

、
過

度
な

運
動

、
栄

養
に

か
か

わ
る

言
葉

や
食

品
成

分
に

対
す

る
過

度
な

信
頼

、
下

剤
、

利
尿

剤
、

代
謝

改
善

薬 既
往

歴
：

神
経

性
食

思
不

振
症

過
食

症
、

無
月

経
、

気
分

障

害
う

つ
病

、
不

安
障

害
、

貧
血

、
白

血
球

の
減

少
、

徐
脈

原
因

の
な

い
摂

食
障

害

〇
不

適
切

な
食

物
選

択
(N

B
-

1
.7

)

N
B

-1
.7

食
事

摂
取

基
準

な

ど
で

提
示

さ
れ

て

い
る

推
奨

栄
養

量

に
即

し
た

食
事

摂

取
が

で
き

な
い

【
原

因
】

栄
養

情
報

に
触

れ
る

機
会

が
な

い
も

し
く

は
そ

れ
ら

の
情

報
を

理
解

す
る

能
力

が
不

足
し

て
い

る
、

そ
れ

ら
の

情
報

を
活

用
す

る
よ

う
な

文
化

的
習

慣
が

な
い

重
度

の
疲

労
感

や
治

療
・

手
術

・
放

射
線

治
療

な
ど

に
よ

る
副

作
用

が
あ

る
。

推
奨

さ
れ

る
食

物
の

入
手

が
難

し
い

、
も

し
く

は
ア

レ
ル

ギ
ー

が
食

物
不

耐
が

あ
る

た
め

に
食

物
選

択
に

限
り

が
あ

る

う
つ

や
摂

食
障

害
な

ど
が

あ
る

【
症

状
・

兆
候

】
血

清
脂

質
の

上
昇

、
ビ

タ
ミ

ン
や

ミ
ネ

ラ
ル

の
不

足
も

し
く

は
過

剰
と

判
断

さ
れ

る
症

状
・

兆
候

、
食

事
に

関
す

る
記

録
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
な

ど
に

対
す

る
理

解
力

の
不

足

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
即

し
た

食
物

選
択

能
力

の
不

足
精

神
疾

患

1
.必

要
度

に
応

じ
た

栄
養

食
事

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
の

情
報

提
示

や
理

解
力

に
合

わ
せ

た
教

育
、

も
し

く
は

具
体

的
な

数
字

や
量

を
説

明
・

実
演

等
行

う

2
.栄

養
素

の
イ

ン
バ

ラ
ン

ス
や

過
不

足
が

推

定
さ

れ
る

場
合

に
は

、
補

助
食

品
や

サ
プ

リ

メ
ン

ト
、

状
況

に
応

じ
て

医
薬

品
な

ど
の

使

用
に

よ
っ

て
イ

ン
バ

ラ
ン

ス
・

ア
ン

バ
ラ

ン

ス
を

是
正

す
る

。

3
．

多
職

種
協

働
で

の
経

過
観

察

（ 111 ）
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10
8

の
既

往

〇
〇

セ
ル

フ
ケ

ア

の
管

理
が

で

き
な

い

N
B
2
.3

健
康

的
な

食
事

や

栄
養

に
関

連
し

た

行
動

に
つ

い
て

そ

の
方

法
や

意
思

が

な
い

【
原

因
】

セ
ル

フ
ケ

ア
に

か
か

わ
る

知
識

不
足

、
改

善
の

た
め

の
社

会
的

支
援

の
不

足
自

己
管

理
で

き
る

年
齢

に
達

し
て

い

な
い

行
動

変
容

に
対

す
る

価
値

観
の

不
足

時
間

、
経

済
的

な
ど

の
資

源
の

不
足

セ
ル

フ
ケ

ア
に

関
す

る
文

化
的

習
慣

が

な
い

脳
神

経
、

感
覚

障
害

、
認

知
機

能
障

害
、

学
習

障
害

な

ど
の

認
知

能
力

の
障

害
、

食
事

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
変

化
に

対
し

準
備

が
で

き
て

い
な

い
情

報
収

集
や

学
習

す
る

こ
と

に

抵
抗

感
が

あ
る

セ
ル

フ
ケ

ア
に

必
要

な
器

具
や

指
針

の
入

手

が
困

難

【
症

状
・

兆
候

】
デ

ー
タ

や
セ

ル
フ

ケ
ア

に
必

要
な

ツ
ー

ル
が

使
い

こ
な

せ
な

い
セ

ル
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

対
す

る
困

惑
や

怒

り
が

あ
る

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

記
録

の
精

度
が

低
い

自
己

管
理

に
関

連
し

た
疾

患
が

あ
る

（
糖

尿
病

肥
満

心
疾

患
腎

疾
患

肝
疾

患
）

診
断

や
治

療
に

関
連

し
た

状
態

（
認

知
障

害
感

情
障

害
）

1
．

栄
養

や
健

康
に

対
す

る
情

報
の

提
示

、

教
育

を
行

う

2
．

栄
養

・
健

康
維

持
向

上
に

関
係

す
る

セ

ル
フ

ケ
ア

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
多

職

種
協

働
で

教
育

を
実

施
す

る

〇
安

全
で

な
い

食
物

摂
取

N
B
3
.1

毒
物

や
有

害
物

質
、

感
染

原
因

物

質
、

依
存

症
、

ア

レ
ル

ギ
ー

、
生

物

兵
器

な
ど

に
汚

染

さ
れ

た
食

物
・

飲

料
な

ど
を

意
図

的
・

無
意

識
に

摂

取
す

る

【
原

因
】

危
険

な
食

品
に

対
す

る
知

識
不

足
安

全
な

食
品

や

保
管

に
対

す
る

知
識

不
足

汚
染

さ
れ

た
水

や
食

物
へ

の
暴

露

（
集

団
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

イ
ク

）
、

精
神

的
疾

患
、

精
神

的

混
乱

、
認

識
変

化
、

食
物

の
保

管
・

保
存

の
た

め
の

器
具

や
設

備
の

不
足

や
使

用
制

限
、

安
全

な
食

物
の

不
足

や
入

手
の

制
限

【
症

状
・

兆
候

】
感

染
源

と
な

る
細

菌
の

陽
性

便
、

血
液

や
食

品
に

細
菌

や
毒

素
が

検
出

さ
れ

る
。

脱
水

を
示

す
兆

候
が

あ
る

（
粘

膜
の

乾
燥

な
ど

）
下

痢
、

痙

攣
、

腫
脹

、
発

熱
、

嘔
気

、
嘔

吐
、

視
野

冷
え

、
め

ま
い

、

頭
痛

な
ど

水
銀

含
有

の
魚

（
妊

婦
授

乳
婦

）
、

食
品

で
は

な
い

も
の

、

生
卵

、
殺

菌
し

て
い

な
い

牛
乳

、
チ

ー
ズ

、
生

肉
（

乳
児

、
幼

児
、

免
疫

不
全

の
あ

る
患

者
、

妊
婦

、
授

乳
婦

）
キ

ノ
コ

や

１
．

予
防

で
き

る
食

物
汚

染
等

に
つ

い
て

は
、

情
報

の
収

集
と

と
も

に
防

除
に

対
す

る

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

２
．

感
染

源
や

症
状

兆
候

を
出

現
さ

せ
る

可

能
性

が
あ

る
細

菌
等

の
微

生
物

や
成

分
に

つ

い
て

、
除

外
・

除
去

で
き

る
方

法
の

周
知

や

そ
れ

ら
の

微
生

物
に

関
す

る
情

報
を

提
示

教

育
す

る
。

３
．

食
品

ラ
ベ

ル
な

ど
の

成
分

表
示

や
加

工

に
か

か
わ

る
法

律
や

基
準

の
整

備
に

向
け

て

活
動

す
る

（ 112 ）
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10
9

木
の

実
、

野
草

な
ど

安
全

に
保

管
や

調
理

さ
れ

て
い

な
い

食

品
食

品
ラ

ベ
ル

が
な

い
食

品
言

語
化

さ
れ

た
適

切
で

な
い

な
知

識

診
断

や
治

療
に

関
連

す
る

状
況

（
細

菌
、

ウ
イ

ル
ス

性
感

染
症

寄
生

虫
精

神
疾

患
認

知
症

）
薬

剤
や

生
物

製
剤

な
ど

の
中

毒
食

中
毒

循
環

器
、

神
経

系
、

呼
吸

器
系

の
変

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
食 事 摂 取 に か か わ る 器 質 ・ 機 能 障 害

噛
み

砕
き

・

咀
嚼

障
害

N
C

-
1

.2
嚥

下
前

の
食

物
の

か
み

砕
き

お
よ

び

咀
嚼

す
る

能
力

に

異
常

が
あ

る

【
原

因
】

蓋
顔

面
奇

形
、

口
腔

手
術

、
神

経
筋

機
能

障
害

、

歯
の

欠
損

、
軟

部
組

織
疾

患
(原

発
性

あ
る

い
は

全
身

性
疾

患
に

よ
る

口
腔

内
症

状
)

口
腔

内
乾

燥

【
症

状
・

兆
候

】
歯

の
欠

損
脳

神
経

(Ⅴ
、

Ⅶ
、

Ⅸ
、

Ⅹ
、

Ⅻ
)の

機
能

変
化

口
腔

内
乾

燥
症

食
べ

る
能

力
を

妨
げ

る
口

腔
内

病
変

舌
運

動
の

障
害

義
歯

不
適

合
や

義
歯

の
破

損

食
物

摂
取

量
の

減
少

通
常

と
は

異
な

る
食

物
の

摂
取

摂
取

量
の

減
少

や
食

物
回

避
・

食
塊

形
成

の
障

害
（

ナ
ッ

ツ
、

固
ま

り
肉

、
魚

、
野

菜
等

）
年

齢
に

合
っ

た
テ

ク
ス

チ
ャ

ー
の

食
物

回
避

、
口

か
ら

の
食

べ
こ

ぼ
し

や
食

事
に

時
間

が
か

か
る

、
診

断
や

治
療

に
関

連
し

た
症

状
（

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

ア
ル

ツ

ハ
イ

マ
ー

病
頭

頸
部

あ
る

い
は

咽
頭

の
癌

脳
性

麻
痺

口

唇
裂

(三
つ

口
)/

口
蓋

裂
）

口
腔

軟
部

組
織

疾
患

(ガ
ン

ジ
ダ

症
、

口
腔

白
板

症
)

即
応

能
力

の
遅

れ
、

全
身

性
疾

患
の

口
腔

内
症

状
(リ

ウ
マ

チ
性

関
節

炎
、

全
身

性
紅

斑
性

狼
瘡

ク
ロ

ー

ン
病

尋
常

性
天

疱
瘡

H
IV

 糖
尿

病
)、

口
腔

の
大

手
術

後
、

ワ
イ

ヤ
ー

に
よ

る
顎

固
定

、
化

学
療

法
の

副
作

用
口

腔

へ
の

放
射

線
治

療

1
.か

み
砕

き
・

咀
嚼

不
良

を
招

い
て

い
る

要

因
・

リ
ス

ク
を

把
握

す
る

2
..歯

科
医

師
・

言
語

聴
覚

士
な

ど
多

職
種

と

協
働

し
、

か
み

砕
き

・
咀

嚼
能

力
の

改
善

ま

た
は

代
償

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

食
事

形
状

の
調

整
、

口
腔

ケ
ア

嚥
下

摂
食

訓
練

歯
科

治
療

食
事

形
態

に
考

慮
し

た

食
物

の
購

入
・

調
理

を
含

め
た

食
事

準
備

に

つ
い

て
知

識
の

供
与

な
ど

3
.口

腔
機

能
・

口
腔

内
環

境
、

摂
取

状
況

の

観
察

を
行

う
。

〇
嚥

下
困

難
N

C
-
1

.１
食

物
や

水
分

な
ど

が
口

腔
内

か
ら

胃

に
移

動
す

る
こ

と

が
困

難
も

し
く

は

障
害

さ
れ

て
い

る
。

【
原

因
】

器
質

的
要

因
（

炎
症

、
手

術
、

狭
窄

、
口

腔
・

咽

頭
・

食
道

な
ど

の
腫

瘍
人

工
呼

吸
の

直
後

）
機

能
的

要
因

（
神

経
・

筋
疾

患
等

脳
性

麻
痺

、
脳

卒
中

、
多

発
性

硬
化

症
・

強
皮

症
）

、
早

産
児

、
哺

乳
や

飲
み

込
み

や
呼

吸
パ

タ
ー

ン
の

異
常

【
症

状
・

兆
候

】
Ｘ

線
検

査
に

よ
る

嚥
下

異
常

、

粘
膜

乾
燥

、
ツ

ル
ゴ

ー
ル

の
低

下
な

ど
の

脱
水

症
状

・
脳

神
経

1
.嚥

下
障

害
を

招
い

て
い

る
要

因
・

リ
ス

ク

を
把

握
す

る
2

..歯
科

医
師

・
言

語
聴

覚
士

な
ど

と
協

働
し

、
嚥

下
障

害
の

改
善

ま
た

は

代
償

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

食
事

形
状

の

調
整

、
口

腔
ケ

ア
嚥

下
摂

食
訓

練
歯

科

治
療

食
事

形
態

に
考

慮
し

た
食

物
の

購

（ 113 ）
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11
0

と
表

情
筋

肉
(脳

神
経

Ⅻ
)の

異
常

・
咽

頭
反

射
・

嚥
下

(脳
神

経

Ⅹ
)と

舌
の

動
く

範
囲

(脳
神

経
Ⅻ

)の
異

常
・

咳
反

射
・

よ
だ

れ
・

顔
面

筋
力

の
低

下
・

乾
物

・
湿

物
の

嚥
下

力
の

低
下

、

咳
・

息
切

れ
・

長
い

咀
嚼

・
口

腔
内

の
食

物
貯

留
・

逆
流

・
食

事
中

の
表

情
変

化
・

よ
だ

れ
・

上
気

道
の

湿
っ

た
雑

音
・

食
物

が
つ

か
え

た
感

じ
・

飲
み

込
む

際
に

痛
み

、
長

い
食

事
時

間
、

食
物

の
摂

取
量

の
減

少
、

食
物

の
回

避
、

食
事

を
嫌

が

る
、

嚥
下

障
害

や
無

弛
緩

症
な

ど
の

診
断

や
資

料
に

関
連

し
た

症
状

（
繰

り
返

す
上

気
道

感
染

症
と

肺
炎

）

入
・

調
理

を
含

め
た

食
事

準
備

に
つ

い
て

知

識
の

供
与

な
ど

3
.口

腔
機

能
・

口
腔

内
環

境
、

摂
取

状
況

や
呼

吸
状

態
の

観
察

を
行

う
。

〇
消

化
機

能
異

常

N
C
-
1
.４

消
化

・
吸

収
・

排

泄
な

ど
の

異
常

が

あ
る

【
原

因
】

胃
腸

組
織

の
構

造
・

機
能

異
常

胃
腸

の
運

動
性

の
異

常
消

化
管

に
関

連
し

た
外

分
泌

器
官

の
機

能
障

害
[例

:

膵
臓

・
肝

臓
]

消
化

管
の

機
能

的
長

さ
の

減
少

【
兆

候
・

症
状

】
消

化
酵

素
、

便
中

脂
肪

検
査

の
異

常
呼

気
水

素
試

験
値

や
D
-キ

シ
ロ

ー
ス

検
査

,便
培

養
の

異
常

、
胃

内
容

排
出

時
間

・
小

腸
通

過
時

間
の

異
常

、
内

視
鏡

・
大

腸
内

視
鏡

検
査

結
果

や
生

検
結

果
ｐ

H
や

括
約

筋
・

活
動

性
・

形

態
・

反
射

神
経

検
査

結
果

、
貧

血
像

、
ビ

タ
ミ

ン
・

ミ
ネ

ラ

ル
・

脂
肪

酸
・

微
量

元
素

・
P
T
H
(副

甲
状

腺
ホ

ル
モ

ン
値

)の

異
常

lg
A

や
lg

E
な

ど
の

ト
ラ

ン
ス

グ
ル

タ
ミ

ナ
ー

ゼ
抗

体

の
異

常
、

体
重

減
少

：
１

か
月

＞
５

%
、

６
か

月
＞

1
0
%

発
育

阻
害

・

発
育

障
害

(小
児

)
骨

密
度

の
異

常
、

腹
部

膨
満

腸
音

の
増

加
(時

に
は

減
少

)
栄

養
障

害
に

よ
る

消
耗

食
欲

不
振

，
吐

き
気

、
嘔

吐
、

下
痢

、
脂

肪
便

，
便

秘
，

腹
痛

，
逆

流
，

ガ

ス
、

ビ
タ

ミ
ン

・
ミ

ネ
ラ

ル
欠

乏
の

兆
候

[例
:舌

炎
、

口
角

炎
、

口
腔

障
害

、
皮

膚
発

疹
，

脱
毛

]
消

化
器

症
状

に
よ

り
特

別
な

食
物

・
食

品
群

の
摂

取
、

消
化

器
症

状
が

あ
る

た
め

に
食

物
摂

取
が

十
分

に
で

き
な

い
[例

：
食

後
に

起
こ

る
鼓

腸
や

痙

攣
・

胃
痛

・
下

痢
・

脂
肪

便
症

(脂
肪

分
の

多
い

糞
便

、
浮

遊
し

た
糞

便
、

悪
臭

の
糞

便
)な

ど
]、

診
断

や
治

療
に

関
連

し
た

症

1
.消

化
機

能
異

常
を

招
い

て
い

る
要

因
を

把

握
す

る

2
.外

科
的

処
置

・
既

存
情

報
や

利
用

者
の

訴

え
、

食
事

や
生

活
に

ど
の

よ
う

に
対

応
し

て

い
る

の
か

把
握

す
る

。

3
.エ

ネ
ル

ギ
ー

や
主

と
し

て
不

足
と

な
っ

て

い
る

栄
養

素
を

把
握

す
る

4
.必

要
量

を
充

足
す

る
た

め
の

方
法

に
つ

い

て
検

討
す

る

食
事

形
状

・
量

・
回

数
の

調
整

、
食

事
入

手
の

た
め

の
環

境
調

整
消

化
器

症
状

に
配

慮
し

た
食

事
・

栄
養

関
連

の
知

識
の

供
与

な

ど ５
服

薬
調

整
と

疾
患

管
理

（ 114 ）
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1

状
[例

:吸
収

不
良

，
消

化
不

良
，

脂
肪

便
，

閉
塞

，
便

秘
，

憩

室
炎

、
ク

ロ
ー

ン
病

，
炎

症
性

腸
炎

，
嚢

胞
性

線
維

症
，

セ
リ

ア
ッ

ク
病

(小
児

脂
肪

便
症

)，
が

ん
，

過
敏

性
腸

症
候

群
，

感

染
症

，
ダ

ン
ピ

ン
グ

症
候

群
]

外
科

的
処

置
[例

:食
道

切
除

術
・

拡
張

術
，

噴
門

形
成

術
，

胃
切

除
術

，
迷

走
神

経
切

断

術
，

胃
バ

イ
パ

ス
，

腸
切

除
]

栄
養

素
代

謝

異
常

N
C
-
2
.1

栄
養

素
と

生
物

活

性
物

質
の

代
謝

に

異
常

が
あ

る

【
原

因
】

消
化

器
に

関
連

し
た

内
分

泌
線

の
機

能
障

害
[例

:

膵
臓

・
肝

臓
・

下
垂

体
・

副
甲

状
腺

]
先

天
性

を
含

ん
だ

代
謝

異
常

栄
養

素
の

代
謝

に
作

用
す

る
薬

剤
の

投
与

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
や

薬
物

依
存

【
症

状
・

兆
候

】
た

ん
ぱ

く
質

、
脂

肪
酸

、
炭

水
化

物
の

代

謝
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
の

検
査

結
果

、
肝

機
能

検
査

結
果

、
貧

血
検

査
、

脳
下

垂
体

ホ
ル

モ
ン

の
異

常
（

成
長

ホ
ル

モ
ン

（
G

H
）

、
副

腎
皮

質
刺

激
ホ

ル
モ

ン
（

A
C
T
H
）

、
黄

体
形

成
ホ

ル
モ

ン
（

L
H
）

、
卵

胞
刺

激
ホ

ル
モ

ン
（

F
S
H
）

）
、

ビ
タ

ミ
ン

・
ミ

ネ
ラ

ル
欠

乏
低

血
糖

，
高

血
糖

骨
ミ

ネ
ラ

ル
濃

度
測

定
値

，
Ｐ

Ｔ
Ｈ

(副
甲

状
腺

ホ
ル

モ
ン

)値
の

異
常

尿
中

ポ
リ

フ
ィ

リ
ン

陽
性

、
体

重
減

少
：

１
か

月
＞

５
%

、
６

か
月

＞
1
0
%

発
育

阻
害

・
発

育
障

害
(小

児
)

骨
密

度
異

常

ビ
タ

ミ
ン

・
ミ

ネ
ラ

ル
欠

乏
の

兆
候

[例
:舌

炎
、

口
角

症
、

口

腔
障

害
]

痩
せ

身
体

症
状

が
あ

る
た

め
に

制
限

し
て

い
る

食

物
が

あ
る

服
薬

診
断

や
治

療
の

関
連

し
た

症
状

[例
:嚢

胞

性
線

維
症

，
セ

リ
ア

ッ
ク

病
(小

児
脂

肪
便

症
、

ク
ロ

ー
ン

病
，

感
染

症
，

放
射

線
治

療
，

先
天

性
代

謝
異

常
，

ア
ル

コ
ー

ル
・

薬
物

中
毒

，
内

分
泌

腺
疾

患
，

下
垂

体
障

害
，

腎
不

全
，

肝
不

全
]

1
.栄

養
素

代
謝

異
常

を
招

い
て

い
る

要
因

を

把
握

す
る

2
.受

診
状

況
や

利
用

者
が

食
事

や
生

活
に

ど

の
よ

う
に

対
応

し
て

い
る

の
か

把
握

す
る

。

3
.エ

ネ
ル

ギ
ー

や
主

と
し

て
回

避
・

制
限

ま

た
は

充
足

す
る

必
要

が
あ

る
栄

養
素

を
把

握

す
る

4
.特

定
の

栄
養

素
に

つ
い

て
回

避
・

制
限

ま

た
は

充
足

す
る

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

提
供

栄
養

量
の

調
整

、
食

事
入

手
の

た
め

の
環

境
調

整
回

避
・

制
限

ま
た

は
充

足
す

る
必

要
が

あ
る

栄
養

素
に

つ
い

て
の

知
識

の

供
与

な
ど

5
服

薬
調

整
と

疾
患

管
理

〇
そ の 他

食
物

や
薬

剤

の
相

互
作

用

N
C
-
2
.3

薬
剤

・
栄

養
補

助

食
品

（
サ

プ
リ

メ

ン
ト

も
含

む
）

な

ど
の

服
用

に
お

い

【
原

因
】

薬
剤

と
食

物
の

同
時

も
し

く
は

並
行

摂
取

【
症

状
・

兆
候

】
薬

剤
の

効
果

を
評

価
す

る
よ

う
な

生
化

学
検

査
結

果
（

例
：

ワ
ル

フ
ァ

リ
ン

と
血

液
凝

固
能

）
、

体
重

薬
剤

に
対

す
る

知
識

が
必

要
と

な
る

た
め

、

薬
剤

師
・

医
師

と
の

連
携

が
必

須
と

な
る

。

1
．

薬
剤

の
調

整
を

検
討

す
る

（
薬

剤
の

変

更
、

量
や

服
用

時
間

な
ど

の
調

整
）

（ 115 ）
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2

て
、

薬
剤

の
作

用

の
減

弱
や

増
強

な

ど
の

効
果

に
対

す

る
食

物
に

よ
る

影

響
や

薬
剤

摂
取

に

よ
る

の
栄

養
状

態

に
影

響
を

与
え

る

よ
う

な
作

用
が

あ

る
。

（
例

：
ス

テ
ロ

イ
ド

）
食

欲
や

味
覚

の
変

化
（

抗
う

つ
剤

、
鉄

剤
、

ス
テ

ロ
イ

ド
等

）
そ

の
他

（
魚

油
と

出
血

傾
向

、
鉄

剤
と

便
秘

、
利

尿
薬

と
脱

水
）

等

2
．

薬
剤

と
の

相
互

作
用

が
考

え
ら

れ
る

食

品
や

栄
養

素
を

献
立

等
か

ら
除

く
と

共
に

、

除
く

こ
と

に
よ

る
栄

養
素

の
過

不
足

の
評

価

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

補
完

す
る

方
法

を

検
討

す
る

。

〇
〇

食
物

・
栄

養

に
関

連
し

た

知
識

不
足

N
B

-1
.1

食
物

や
栄

養
に

関

す
る

誤
っ

た
知

識

や
情

報
の

不
足

が

あ
り

、
栄

養
状

態

に
影

響
を

与
え

て

い
る

。

【
原

因
】

食
物

や
栄

養
に

対
す

る
誤

っ
た

信
念

や
行

動
、

栄
養

情
報

の
不

足
栄

養
情

報
の

理
解

不
足

や
理

解
能

力
の

低
下

・

欠
落

栄
養

に
関

す
る

情
報

収
集

に
無

関
心

・
抵

抗

【
症

状
・

兆
候

】
栄

養
に

関
す

る
知

識
不

足
を

思
わ

せ
る

行
動

や
発

言
、

適
切

な
栄

養
や

食
物

摂
取

に
か

か
わ

る
行

動
が

で
き

な
い

、
栄

養
や

食
品

に
関

す
る

情
報

入
手

に
対

す
る

拒
否

や
抵

抗
、

無
関

心
を

思
わ

せ
る

行
動

や
発

言
 

 
 

 
 

1
．

理
解

力
に

合
わ

せ
た

情
報

の
提

示

2
．

情
報

の
選

定
を

行
い

優
先

順
位

を
つ

け

て
提

示
す

る

3
．

行
動

に
向

け
て

そ
の

方
法

を
具

体
的

に

示
す

4
．

栄
養

状
態

と
改

善
す

べ
き

食
行

動
等

の

関
連

に
つ

い
て

理
解

に
合

わ
せ

た
説

明
を

実

施
し

、
継

続
す

る
。

〇
〇

食
物

入
手

の

制
約

N
B

-3
.2

健
康

的
な

食
物

を

必
要

量
摂

取
す

る

た
め

の
能

力
の

低

下

【
原

因
】

自
分

の
意

志
と

は
関

係
な

く
食

物
や

水
の

供
給

が
さ

れ
な

い
（

虐
待

や
放

棄
）

、
買

い
物

や
食

物
入

手
の

た
め

の
交

通
手

段
な

ど
の

環
境

整
備

不
足

、
十

分
な

量
や

種
類

の
食

物
を

整
え

る
よ

う
な

文
化

的
・

経
済

的
資

源
が

な
い

も
し

く
は

知
識

が
な

い
、

食
事

を
準

備
す

る
能

力
に

か
け

て
い

る
地

域
や

学

校
な

ど
が

供
給

す
る

食
物

な
ど

の
入

手
や

食
物

提
供

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

が
で

き
な

い
、

学
校

が
健

康
や

栄
養

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

な
い

年
齢

や
体

重
等

が
理

由
と

な
っ

て
買

い
物

に

ゆ
く

こ
と

が
で

き
な

い
食

物
汚

染

【
症

状
・

兆
候

】
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
た

ん
ぱ

く
質

な
ど

や
ビ

タ
ミ

ン
・

ミ
ネ

ラ
ル

の
過

不
足

を
示

す
よ

う
な

生
化

学
的

所
見

、
脱

水
（

粘
膜

の
乾

燥
ッ

ル
ゴ

ー
ル

の
低

下
）

成
長

曲
線

な
ど

の
発

育
曲

線
か

ら
評

価
さ

れ
た

成
長

不
良

低

１
．

食
物

や
水

分
の

入
所

を
妨

げ
て

い
る

要

因
に

つ
い

て
詳

細
に

検
討

し
、

改
善

で
き

る

方
法

を
具

体
的

に
提

示
す

る
。

２
．

過
不

足
が

あ
る

栄
養

素
に

つ
い

て
は

、

補
助

食
品

や
サ

プ
リ

メ
ン

ト
の

使
用

を
多

職

種
で

検
討

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

食
品

・

水
分

に
入

手
に

つ
い

て
も

具
体

的
に

か
つ

継

続
で

き
る

仕
組

み
作

り
を

考
え

る

３
．

低
体

重
、

過
体

重
に

つ
い

て
は

適
正

体

重
に

な
る

よ
う

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
た

ん
ぱ

く

質
の

摂
取

計
画

を
立

案
実

施
す

る
。

た
だ

し
、

適
正

体
重

の
設

定
は

体
組

成
や

身
体

活

動
な

ど
も

十
分

に
考

慮
し

て
設

定
し

、
単

純

に
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

即
し

た
設

定
を

す
る

の

（ 116 ）
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3

体
重

（
B

M
I1

8
.5

以
下

）
、

体
重

減
少

：
成

人
で

は
1

0
％

/
6

ヶ
月

も
し

く
は

5
％

/1
ヶ

月
以

上
の

体
重

減
少

小
児

で

は
意

図
し

な
い

体
重

減
少

が
あ

る
過

体
重

や
肥

満
症

：
成

人

は
B

M
I2

5
以

上
、

小
児

で
は

B
M

I9
5

パ
ー

セ
ン

タ
イ

ル
以

上 ビ
タ

ミ
ン

・
ミ

ネ
ラ

ル
の

欠
乏

を
占

め
す

身
体

所
見

飢
餓

、

口
渇

養
育

者
な

ど
食

事
や

栄
養

に
対

す
る

間
違

っ
た

信
念

や
行

動

食
事

制
限

や
運

動
に

よ
っ

て
加

齢
速

度
が

遅
く

な
る

と
い

っ
た

信
念

主
張

食
物

や
水

分
の

不
適

切
な

摂
取

や
制

限
食

物
の

種
類

の
制

限
食

物
や

水
分

の
入

手
に

た
い

す
る

社
会

的
・

経

済
的

ま
た

技
術

的
な

制
限

食
物

や
水

の
入

手
に

対
す

る
知

識

や
情

報
の

制
限

食
物

汚
染

飢
餓

低
栄

養
ビ

タ
ミ

ン
・

ミ
ネ

ラ
ル

欠
乏

症
疾

病
や

身
体

的
障

害
病

態
（

精
神

疾
患

や
認

知
症

）
支

援
体

制
の

不
足

で
は

な
く

、
生

活
習

慣
病

の
発

症
や

感
染

症

の
発

症
予

防
な

ど
の

評
価

指
標

も
念

頭
に

入

れ
て

設
定

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

◎
：

よ
く

見
ら

れ
る

推
定

必
要

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

：
基

礎
代

謝
基

準
値

や
基

礎
代

謝
量

の
算

定
式

等
を

用
い

て
推

定
さ

れ
た

一
日

あ
た

り
に

必
要

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

量

〇
：

み
ら

れ
る

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

：
間

接
熱

量
計

等
を

用
い

て
実

測
さ

れ
て

た
消

費
エ

ネ
ル

ギ
ー

量
＝

真
の

必
要

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

△
：

み
ら

れ
る

場
合

が
あ

る

参
考

：
A

b
ri
d

g
e
d

 N
u

tr
it
io

n
 C

a
re

 P
ro

c
e
s
s
 T

e
rm

in
o
lo

g
y
（

N
C

P
T
）

R
e
fe

re
n

c
e
 m

a
n

u
a
l 
 2

0
1

7
E

d
it
io

n
fo

r 
E

d
u

c
a
ti
o
n

a
l 
u

s
e
 A

c
a
d
e
m

y 
o
f 

N
u

tr
it
io

n
 a

n
d
 D

ie
te

ti
c
s
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資料⑥ 嚥下調整食学会分類 2021（食事）早見表

『日摂食嚥下リハ会誌 25（2）：135–149, 2021』 または 日本摂食嚥下リハ学会 HP

ホームページ：

https://www.jsdr.or.jp/wp-content/uploads/file/doc/classification2021-

manual.pdf 『嚥下調整食学会分類 2021』 を必ずご参照ください。
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資料⑦ 嚥下調整食学会分類 2021（とろみ）早見表

（日本摂食嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食委員会 栢下淳他 日摂食嚥下リハ会誌 25（2）：

135–149, 2021）

『日摂食嚥下リハ会誌 25（2）：135–149, 2021』 または 日本摂食嚥下リハ学会 HP

ホームページ：

https://www.jsdr.or.jp/wp-content/uploads/file/doc/classification2021-

manual.pdf 『嚥下調整食学会分類 2021』 を必ずご参照ください。
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資料⑧ 発達期嚥下障害児（者）のための調整食分類 2018

日本摂食嚥下リハビリテーション学会医療検討委員会医療検討委員会 浅野一恵他、 日摂食嚥下リハ会誌 22

（1）：59–73, 2018
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資料⑨ 離乳食と発達期嚥下調整食

（日本摂食嚥下リハビリテーション学会医療検討委員会医療検討委員会 浅野一恵他、 日摂食嚥下リハ会誌 22

（1）：59–73, 2018）
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－ 264 － － 265 －
118

資料⑩ 成長曲線（ダウン症）

（ 122 ）
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資料⑪ 成長曲線（プラダ―ウィリー症候群）

（ 130 ）
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資料⑫ 成長曲線（ターナー症候群）
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資料⑬ ヒトの臓器・組織別安静時基礎代謝量

資料⑭ 体重に占める臓器の割合（男性）
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記入者氏名 年 日

（ふりがな）

　（以下は、入所（入院）者個々の状態に応じて作成。）

嚥下調整食の必要性

食事の形態（コード）
４）

その他（食習慣、生活習慣、食行動などの留意事項など）

　　　　　　％  □ 良　□ 不良 　　　　　　％  □ 良　□ 不良 　　　　　　％  □ 良　□ 不良 　　　　　　％  □ 良　□ 不良

栄養・摂食嚥下スクリーニング・アセスメント・モニタリング　（施設）　（様式例）

 家族構成と
キーパーソン
（支援者）

実施日（記入者名） 　    年　　 月 　　日（　　　　） 　    年　　 月 　　日（　　　　） 　    年　　 月 　　日（　　　　） 　    年　　 月 　　日（　　　　）

プロセス （　　　　　　　　　　　　）
１）

（　　　　　　　　　　　　）
１）

（　　　　　　　　　　　　）
１）

（　　　　　　　　　　　　）
１）

□女

血清アルブミン値 （g/dl)　
３）

 　　　　　 　□ 高

栄養状態のリスクレベル

 □無　□有  □無　□有  □無　□有

 　　　　　 　□ 高  　　　　　 　□ 高  　　　　　 　□ 高

 □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高

kg

　　か月に　　　％ 　□増　□減 　　か月に　　　％ 　□増　□減 　　か月に　　　％ 　□増　□減 　　か月に　　　％ 　□増　□減

 □ 良　□ 不良

 □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高

 □経腸栄養法  □静脈栄養法  □経腸栄養法  □静脈栄養法  □経腸栄養法  □静脈栄養法  □経腸栄養法  □静脈栄養法

栄
養
状
態
の
リ
ス
ク
（

状
況
）

身長 cm　 cm　 cm　 cm　

体重 kg kg kg

 □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高

 □無　□有(    　     g/dl)  □無　□有(    　     g/dl)  □無　□有(    　     g/dl)  □無　□有(    　     g/dl)

 □無　□有

 □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

主食の摂取量（割合）

その他

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

食事摂取量（割合）  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％

必要栄養量：エネルギー・たんぱく質

 □無　□有  □無　□有  □無　□有  □無　□有

 kcal g  kcal g  kcal g  kcal g

 □無　□有  □無　□有  □無　□有  □無　□有

 □薄い　　□中間　　□濃い

食事の留意事項の有無（療養食の指示、食事形態  □無　□有  □無　□有  □無　□有  □無　□有

嗜好、 薬剤影響食品、アレルギーなど）

嚥
下
調
整
食 とろみ

（コード：　　　　　　　） （コード：　　　　　　　） （コード：　　　　　　　）

 □薄い　　□中間　　□濃い  □薄い　　□中間　　□濃い  □薄い　　□中間　　□濃い

（コード：　　　　　　　）

 □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）

 □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）

 □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）

 □無　□有　（　　　　　　）

 □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）

 □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）  □無　□有　（　　　　　　）

　    　計画変更  □無　□有  □無　□有  □無　□有  □無　□有

　    　総合評価
 □改善 □改善傾向 □維持  □改善 □改善傾向 □維持  □改善 □改善傾向 □維持  □改善 □改善傾向 □維持

 □改善が認められない  □改善が認められない  □改善が認められない  □改善が認められない

体重変化率（％）
 □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高

肥満度
２）

 □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高

食
生
活
状
況
等

課
題

① 身体計測等

② 食生活状況等

③ 食行動

④ 身体症状

⑤ その他

多
職
種
に
よ
る
栄
養
ケ
ア
の
課
題

そ
の
他

低栄養・過栄養関連問題
５）

　□過食　□拒食　  □偏食
　□早食い・丸呑み　□異食
　□盗食　□隠れ食い
　□開口･閉口障害　□食べこぼし
　□褥瘡　□口腔及び摂食・嚥下
　□嘔気･嘔吐　□下痢･便秘
　□浮腫　□脱水　□感染･発熱
　□経腸･静脈栄養
　□生活機能の低下
　□医薬品　□その他

　□過食　□拒食　  □偏食
　□早食い・丸呑み　□異食
　□盗食　□隠れ食い
　□開口･閉口障害　□食べこぼし
　□褥瘡　□口腔及び摂食・嚥下
　□嘔気･嘔吐　□下痢･便秘
　□浮腫　□脱水　□感染･発熱
　□経腸･静脈栄養
　□生活機能の低下
　□医薬品　□その他

　□過食　□拒食　  □偏食
　□早食い・丸呑み　□異食
　□盗食　□隠れ食い
　□開口･閉口障害　□食べこぼし
　□褥瘡　□口腔及び摂食・嚥下
　□嘔気･嘔吐　□下痢･便秘
　□浮腫　□脱水　□感染･発熱
　□経腸･静脈栄養
　□生活機能の低下
　□医薬品　□その他

　□過食　□拒食　  □偏食
　□早食い・丸呑み　□異食
　□盗食　□隠れ食い
　□開口･閉口障害　□食べこぼし
　□褥瘡　□口腔及び摂食・嚥下
　□嘔気･嘔吐　□下痢･便秘
　□浮腫　□脱水　□感染･発熱
　□経腸･静脈栄養
　□生活機能の低下
　□医薬品　□その他

　    　特記事項

 □無　□有　（　　　　　　）

褥瘡

栄養補給法
 □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高  □低　□ 中　□ 高

栄
養
補
給
の
状
態

副菜の摂取量（割合）

　　　　　　％

その他（補助食品など）

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

　　　　　　％  □ 良　□ 不良

主菜の摂取量（割合） 　　　　　　％

別紙１

身体状況、栄養・食
事に関する意向

本人　－

□ ダウン症候群　　□ 脳性まひ　　□ てんかん
□ 頚椎損傷　　　　□ 脳血管疾患
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□知的障害　　　□身体障害　　　□精神障害　　　□難病

□大正　　　□昭和　　　□平成　　　□令和

　　　　年　　　　月　　　　日

特記事項

□ 脂質異常症　 □ 高血圧　
併存症

□ その他(　　　　　　　　　　　　　)　

氏　　名

主障害の
原因疾患

主障害

生年月日

障害支援区分

□ 糖尿病　　　 □ 腎疾患　

□1  □2  □3  □4  □5  □6  □その他（　　）

作成年月日 　月

□男

（ 142 ）
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【栄養状態のリスクの判断】

 15～19未満

 26～30未満

 11.5～16未満

 24.5～28.5未満

 13～15未満

 19～22未満

 -15％未満 -15％以下

 または 30％未満  30～50％未満

 -15％未満 -15％以下

 または 30％未満  30～50％未満

 1ヶ月に3～5％未満

 3ヶ月に3～7.5％未満

 6ヶ月に3～10％未満

 75％以下

 経腸栄養
 静脈栄養

 50％以上

やせ

肥満

やせ

肥満

 13未満

 22以上

肥満

やせ

肥満

 30以上

 11.5未満

 28.5以上

中リスク 高リスク

やせ  15未満

***大和田浩子、中山健夫：知的障害者（児）・身体障害者（児）における健康・栄養状態における横断的研究-多施設共同研究-、厚生労働科学研
究費補助金「障害者の健康状態・栄養状態の把握と効果的な支援に関する研究」平成19年度総括・分担研究報告書、2008. p167-174から算出.

栄養補給法

 褥瘡褥　瘡

 3.6g/dl以上

 76～100％

血清アルブミン値
（成人のみ）

 3.0g/dl未満 3.0～3.5g/dl

食事摂取量

やせ

肥満

やせ

 変化なし

 （増減：3％未満）体重変化率
 1ヶ月に5％以上

 3ヶ月に7.5％以上

 6ヶ月に10％以上

肥満

 19～26未満

 16～24.5未満

 15～19未満

知的
障害

肥満
思春期　肥満度
（12歳～17歳）

学童期　肥満度
（6～11歳）

やせ

肥満

身体
障害

幼児期　カウプ指数
（3～5歳）

低リスク

やせ

肥満

リスク分類

やせ

○上記の全ての項目が低リスクに該当する場合には、「低リスク」と判断する。高リスクにひとつでも該当する項目があ
れば「高リスク」と判断する。それ以外の場合は「中リスク」と判断する。
○食事摂取量、栄養補給法については、その程度や個々人の状態等により、栄養状態のリスクは異なることが考えられる
ため、入所（児）者個々の状態に応じて判断し、「高リスク」と判断される場合もある。

 50％以上

やせ

肥満

肥
 
満
 
度

成人 BMI***

（18歳以上）
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殿 入所日 年 月 日

初回作成日 年 月 日

作成（変更）日 年 月 日

説明と同意日 年 月 日

サイン

続柄

栄養ケア提供経過記録

年 月 日

長期目標と期間

栄養ケア計画書　（様式例） 別紙２

氏名

作成者

利用者
または

家族の意向

解決すべき課題
（ニーズ）

栄養状態のリスク（　□低　  □中　  □高）

特記事項

短期目標と期間 栄養ケアの具体的内容 担当者 頻度 期間

①
栄養補
給・食

事

②
栄養相

談

③
多職種に
よる栄養
ケア等

サ ー ビ ス 提 供 項 目

（ 144 ）
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検討委員会及び手引き（初版）作成関係者一覧

厚生労働省 令和３年度障害者総合福祉推進事業

障害特性を踏まえた栄養ケア・マネージメントの実務のあり方に関する調査研究

検討会議

宇田 淳 滋慶医療科学大学大学院教授 （理事）

大原 里子 大原歯科医院

〇大和田浩子 山形県立米沢栄養大学教授 学部長

加藤すみ子 日本栄養士会 福祉職域担当理事

川畑明日香 神奈川県

黒岩 嘉弘 社会福祉法人日本肢体不自由児協会 法人本部事務局常務理事

元厚生労働省障害保健福祉部課長補佐

小山 秀夫 兵庫県立大学大学院特任教授 （事務局長）

笹田 哲 神奈川県立保健福祉大学リハビリテーション学科（作業療法専攻）教授

杉山みち子 神奈川県立保健福祉大学名誉教授 （専務理事、研究事務局）

高田 健人 十文字学園女子大学講師

多田 由紀 東京農業大学准教授

遠又 靖丈 神奈川県立保健福祉大学准教授

長瀬 香織 文教大学講師

藤谷 朝実 淑徳大学教授 （理事）

三浦 公嗣 藤田医科大学教授（代表理事）

行實志都子 神奈川県立保健福祉大学社会福祉学科教授

〇：委員長 （ ）：日本健康・栄養システム学会役職

手引き（初版）作成委員

大原 里子 前掲

杉山みち子 前掲

川畑明日香 前掲

〇藤谷 朝実 前掲

片岡 陽子 社会福祉法人川崎市福祉事業団 れいんぼう川崎 管理栄養士（協力委員）

〇責任者

協 力

片桐 公彦 社会福祉法人みんなでいきる 理事

臼井 正樹 神奈川県立保健福祉大学名誉教授

障害児領域からの検討

岩見 裕子 社会福祉法人いわき福音協会 福島整肢療護園

大髙 美和 特定非営利活動法人ゆめのめ

大塚 桃姫 済生会横浜市東部病院 栄養部 管理栄養士

尾関麻衣子 日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック

小林 弘治 社会福祉法人日本心身障害児協会島田療育センター

医務部栄養科科長

加藤 綾子 社会福祉法人日本肢体不自由児協会心身障害児

総合医療療育センター
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竹川 佳代 済生会横浜市東部病院 栄養部 管理栄養士

冨田 文代 滋賀県立淡海学園 総務係

鳥井 隆志 兵庫県立こども病院 栄養管理部

協力県等の主幹課

岡山県保健福祉部 障害福祉課

神奈川県福祉子どもみらい局 福祉部障害サービス課

川崎市健康福祉局 障害保健福祉部 障害者施設指導課

相模原市健康福祉局 地域包括ケア推進部 福祉基盤課

長野県健康福祉部

新潟県福祉保健部 障害福祉課

福島県保健福祉部 生活福祉総室 障がい福祉課

山形県健康福祉部 障がい福祉課

横須賀市福祉部指導監査課・障害福祉課

横浜市健康福祉局 障害福祉保健部 障害施設サ－ビス課

（アイウエオ順）

厚生労働省 令和３年度障害者総合福祉推進事業

『障害特性を踏まえた栄養ケア・マネ－ジメントの実務のあり方に関する調査研究』

障害福祉サービスにおける栄養ケア・マネジメントの実務の手引き

（初版）

令和４年３月発行

一般社団法人 日本健康・栄養システム学会

     〒111-0053 東京都台東区浅草橋３－１－１ JT ビル３階

TEL 03-5829-8590 FAX 03-5829-6679

e-mail : ncm@j-ncm.com

【不許複製】
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